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　 さ きに 供試 の 菌株 T ，359が Luteorin と と もに Pyo −

cyanine
，
　Phenazine−1圃carboxylic 　acid お よ ごぐOxychlo

roraphine を生 産す る こ と を明 らか に し た．今回 ， 本

菌株の 培養物中 に さ らに 紫外線下で 螢光 を示す 2
，

3

の 物質 の 存在す る こ とを 認 め ， か つ こ れらの うち青色

の 螢光を示す物質を さ きに 報告 し た炭酸水素 ナ ト リ ウ

ム 溶液部分 か ら BRAZIER の 銅塩法 に よ つ て 結晶 と し

て 単離す る こ とに 成功 し た．本物質を ア セ ト ン
ー

石油

工 一テ ル 混液から再結晶 した もの は m ．p．143〜144℃

を示 し ， 組 成 C7HTNOu に 相 当 す る．　 また ， その 紫

外部吸収は Xmax＝・320mPt，
　e ＝180e （in　H20 ）を 示 し，

Aldehyde 反 応 ，　 Diazo反応，　KMnO4 反応 を 与え る，

本物質は これ らの 諸性質だ けで な く， 赤外部吸収 で も

Anthranilic　 acid と全 く一致す る．　 Pseudomonas　fluore−

scens に 属す る 菌株が Anthranilic　acid を生産す る と

い う事実 はす で に 早石 氏 らに よ つ て 認 め られ て い る と

こ ろ で あるが ， こ こ に Phenazine 系 色素生 産 株 T ．359

もま た こ れ を生産す る もの で あ る こ とが 初 め て 知 られ

た わ け で あつ て ， こ の 事実 は 倉地 氏 の 研究結 果 に 照 し

て ま こ とに 興味深い ．

71．わさび の 利用 に関す る研究　（第 8 報）

　　　わ さび の
一般 化学成 分 並 び に ビ タ ミ ン C に

　 　 　 つ い て

　　　　　　 静岡 薬 大 　O 小島　操 ，松
一
ド文 ．・

　ω 　わ さび を根茎 と葉柄 とに 分 け て ，産地別及 び 品

種別 に
一

般化学成分を分析 した 結果 ， 根茎成分 は 食品

成分表掲載値と大差 な い が ， 沢わ さびの 粗螢白質 5 ％

内外 に 比 し ， 畑わ さ び は 10　．5　9・ で 略 々 2 倍最 を含膏す

る．葉柄成分中の 粗蛋 白質も根茎 の 場合と同様に 沢 わ

さび に 比 し ， 畑わ さ び の 方 が 多量 で あ つ た．

　（2｝ わ さ び根茎 及 び 葉柄 中の ビ タ ミ ン C 及 び貯蔵申

の 変化に つ い て 2
，

4 ’
f”＝’ト ロ フ ェニ ・一ル ヒ ドラ ジ ン

法に よ り， 還元型 ， 酸化型及 び ヂ ケ トグ ロ ン 酸 に 分 け

て 実験 し た結果 ， 前者 の 初期の 総 C は 15S）　．6mg ％ ， 後

者は 蓋78．5mg ％で ， 貯蔵中に 漸減した．

ア2．わさび の 利用 に 関す る研究　（第 9 報 ）

　　　辛 味成 分 と ビ タ ミ ン C と の 関 係 に つ い て

　　　　　　　　　　　　静岡薬大　小 島　　操

　わ さ び 中に は 辛味成分 と共に 比較的多墨 の ビ タ ミ ン

C が含有きれ る事実に 鑑 み ，
ビ タ ミ ン C の わさ び辛味

成分添加に よ る酸化卸制作用 に つ い て 実験 し た 結果 ，

同濃度 の 合成 ア リ ル 芥 了 油の 抑制作用に は 及 ば ない

が ，か な りの 抑制作用を有す る こ とを知 つ た．

　 又 わ さび に ビ タ ミ ン C を添加して ， 辛味成分に 及ぼ

す 影 響 につ い て 実験 した 結果 ， ビ タ ミ ン G は 辛味成分

の 安定化に 関与す る
一

因 子 で あ る こ とを 知つ t ．

75．わさびの 利用に関ナる研究　（第 10齦 ）

　　 辛味成分 の 減少に 関与す る 因子 に つ い て

　　　　　　　　　　　　静岡薬大　小 島　 操

　わ さび の 辛味成 分 は 開放状態下 で は ， 主 に 揮発 の た

め に 滅少す るが ，密閉状態下 に 於い て も減少する 現嫁

は 既 報の 如 く屡 々 観測 して い るの で ，
こ の 現像を追求

し た．

　先ず開放状態下及 び密閉状態下に 於 け る辛味成分 の

減 少 を わ さび 液に つ い て 再確認 し， 酒粕申 に も減少 に

関守す る因子が 存在す る こ とを予測した．

　つ い で わ さび 液或い は 酒粕液 の 無水酒精 の 添加 に よ

る沈澱 の 水 溶液 を，わ さび 液に 添加貯蔵 し ， 貯蔵中の

経 日 的 ア リル 芥子 油の 変化量 を測 定 した 結果 ， 添加液

の 万が何れ も無 添 加液に比 し て ，ア リル 芥子油減少量

が 大で あ つ た の で ， わ きび 中及 び 酒粕中 に 辛味成分 の

減少に関与す る酵素の 分布 きれ る こ とを実証 した．醗

酵素は添加 量と減少 羅 とは必 ず し も比例 しな い．

74．醗酵 ビタ ミン飼料に関する研究 （第 2 報）

　　　ATeuro．ff，ora 培養 物 の 寞用育雛成績

　　　　　　　　 大阪市衞 研 ○石井隆
一一

郎

　　　　　　 大阪府立 農芸高　野口　米 男

　　　　　　　　　　日 本資糧　宮本　敏男

　　　　　　　　　　浪 華 養 鶏協 組　久野金之助

　培養条件 を異 に した 儡 〃憩 脚 rα 培養物 に 対す る実際

養鶏家 の 実用成績 を え る た め ， 育雛の 完全飼料IC別 に

4 − 5 ％ の 割に 培養物 を添 加 しそ の 成長促進 効果を た

しか め た 2
， 3 の 例 を報告す る．こ の 結果， 完全 飼 料

を 与え られ た 対 照 に 対 し 常に 109〜119％ の 成長率を し

め す こ とをた しか め ／．：，

75．Dibenzoylthiamine の 定量に関する

　　研究

　　　（第 4 報 ）　ビ タ ミ ン Bl 定量 用 タ カ ヂ ァ ス タ

　　　　　　　
ーゼ 中 の Dib。 nzeyrthiamine 加 水 分

　　　　　　　 騾 酵紊 に つ い て

大険市衞研　林　右市， Q 川北兵蔵
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　第 1〜 3 報 に お い て タ カ ヂ ア ス ターゼ 申 に Diben ・

zoylthiamine （DBT ） を加 水分解 して ビ タ ミ ン B1とす

る酵素が比較的高単位 に 含有 き れ て い る こ とを 見出

し・同酵素を用 い て 鯖処 理 を 行 う，DBT 強化食品中

の 総 ビ タ ミ ン B1 定量 法 に つ い て 述べ た。特 に ビ ク ミ

ン Bl定量用 と指 定 され た タ カ ヂ ア ス ターぜ は DBT 加

水分解酵 素 を 高 単位 に 含有 し て い る こ とを 明 らか に し

た が ，
一般市販 （調剤用） タ カ ヂ ア ス ターゼ とは や や

製造条件が異 る よ うに 思 われ る の で ， 至適 pH 及 び

DBT → ビ タ ミ ン Bl の 反 応 終結時 閻 を 検討 し た 結果 ，

至 適 pH は6．5〜6，8附 近 に あ るが 市販品 （調剤用） に

比し pH 活性曲線が な だ らか で あ る の で，ビ タ ミ ン B1

の 安定度等 を考慮 して ， 加水分解 は pH 　5 ・5〜6．0で 行

う方が の ぞ ま し く， 又反応終結時問は 5 時間で あつ て

市販 （謂剤用）品 を 用い る場含の 施 に 短 縮出来 る こ と

を 述べ る．

ア6．グ ル 調 一ズ 存 在下の フ ラク トーズ の 定量

　　　　　 広島大 ， エ ○松尾義之 ， 南波　章

　表題 の 日的の た め 次の 4方法を追試比較 した．

　 1 ．ヨ ードで グ ル コ ーズ を 酸化 して か ら残 つ た フ ラ

ク トーズ を滴定 す る 方法．（VAN 　DER 　PLANK 法 ： Bio−

ch ．　J．，30 ，
457

，
1936）

　 2 。ヨ ード法に よ リダル コ ーズ を 定 量 し （林義 男 法

； 西京大， 理 学家政学，1，84，1953） 全糖 は ベ ル ト

ラ ン 法 に よ り定量しそ の 差か らフ ラ ク ト
ーズ最 を算出

す る方法 ．

　 3．OST 試 薬 を 用 い る フ ラ ク トーズ の 選 択還元法

（JAcKsoN ＆ MATHEws 法 ：　WINI ［（）N 著
“ Analysis

of 　Foods”
，
192頁 ）

　 4 ．ヂ フ ェ
ニ ール ア ミ ン 反応 に よ る フ ラ ク トーズ の

比色定暈 法 （DISCHE ：J．　BioL　Chem ．， 204，983，1953）

　そ の 結果〔2）の ヨ
ー

ド法 に よ る聞 接 法 が 最 も優 れ て い

る こ と を知 り， ミ カ ン 及 び 柿の 糖 を分析 し た結果は ミ

カ ン の グ ル コ ーズ 1．308％（w ／v ）， フ ラ ク トーズ 1．128

％ （w ！v ）， 柿の グ ル コ ーズ 6．871wt ％， フ ラ ク ！・一ズ

4．989wt ％ で あつ た ．

77．澱粉質食 品 中の メ チオニ ンの 定量につ い

　 　 て

販 大，産 研 原田 　尚之

　我 々 は 先 に 匚i米中の リジ ン が酸分解 に 際 して 安定 で

ある が，中性 ない し ア ル カ リ性 で の 加 熱 に よ り
一

部破

壊され る事 を知 り本会誌 に報告 した．今回 は澱粉質食

品中の メ チ オ ニ ン に つ い て ，そ の 定 量 条 件 を吟 味 した．
即 ち，

メ チ オ ニ ン は 酸 分 解中 に
一

部破壊され ， 其の 際

炭水化物が 共存す る と一層破壊 され る．しか し同
一

条

件下 で 酸分解 して も遊離 の メ チ ォ ニ ン と澱 粉質 食 品申

の メ チ オ ニ ン の 損失割合 は 異 る．例え ば 白米中の メ チ

ォ ニ ン は 2NH （】1 で 151b．9時間 オ
ー 1・ク レ

ープ した

場合29％ σ）損失を 受け るが，同 時に 添 加 し て お い た 遊

離の メ チ オ ニ ン は 46％ の 損失を きた す．夊 ， メ チ オ ニ

ン は リ ジ ン と異な り澱粉質食品 を 120℃ 3 時間加熱 し

た 場合に も破壊 され な い 事 を知 つ た ．

78． 日本産食晶 に関 与す る微生物に対する

　　γ線の 影響 と其 の 応用 　（第 2 報）

　　　 阪大 ， 工 ， 醸 酵

　　　　　　寺本四郎，O 田 口 久治 ， 上 田隆蔵 ，

　　　　　　　　　　 橋 田 　度 ， 三 崎 　旭

　 本年 5 月鹿児島 に於 け る農芸化学会 で 清酒 火 落菌 ・

麹 菌 ・納豆 菌 ・醤油腐敗菌に対す るCoao の r 線照射の

影響及 び 清酒 ・醤油の γ 線 に 依 る殺菌に 就 い て 報告し

た，清酒 ・醤油 に 対 し て は siCle　c 既 ct が 著 し くそ の 応

用 は不 可能 と考 え た．今回 は 醸酵原料と し て の 甘藷
・

米の 殺菌貯蔵に 対す る γ 線照射 の 影 響 に つ い て 検討 し

た ．使用 し た 照 射 装 置 は 100　curie の C 。
60

を照射源 と

す る RH −2 型 で あ り甘藷 ・
米 に 照射 し た 照射量 は ，

3 × 10s
，

6x 　105
，　IOe

， 5x 　106r．で あ る．甘藷の 貯

蔵 は 3x105r．の 照射で 充分 で あ り米 粒 に 附 着 した 微

生 物 は 10fi　r の 照 射 で 完全死 滅 した．　甘藷 は蒸煮後 ，

液 体 麹 に依 る糖化試 験 及 び 酒精醗酵試験 を行つ たが 5

xloer ．の 照射 を行 つ た 甘藷で も醸 酵 歩合の 減少 は 見

られ な か つ た．又糖化液 に つ い て の ペ ーパ ー
ク rl マ ト

グ ラ フ に 依 る定性分析の 結果 ♪ 未照 射の 甘藷か らの 竺

成糖と相異 は な く澱粉構 造 もX 線 解析に 依 う と変化が

なか つ た．

　米 は 夫 々 製麹 操作 を行 い ア ミラーゼ カ ， プ ロ テ ァ ー

ゼ カ を 測定 し た が 未照射 の 場 合 に 比 し酵素力の 減衰は

見 られ なか つ た．従 つ て 本研究 に 依 り Co60 を 資源 と

す る γ線に 依 る醸酵澱粉資源 の 殺菌貯蔵 の可能な る事

を認 め た．
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